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陵
墓
の
治
定
と
祭
祀
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

本
年
十
月
一
日
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
（
以
下
、
前
回
質
問
主
意
書
と
略
）
で
、
牽
牛
子
塚
古
墳
（
奈
良
県
明
日
香
村
）

と
宮
内
庁
が
「
斉
明
天
皇
陵
」
に
治
定
し
て
い
る
車
木
ケ
ン
ノ
ウ
古
墳
（
同
県
高
取
町
）
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
陵
墓
の
治
定

の
見
直
し
の
問
題
を
質
し
た
。
牽
牛
子
塚
古
墳
が
真
の
斉
明
天
皇
陵
で
あ
る
か
否
か
の
検
証
と
、
宮
内
庁
に
よ
る
現
在
の
斉
明

天
皇
陵
の
治
定
の
正
否
の
検
証
等
を
求
め
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
答
弁
書
は
「
斉
明
天
皇
陵
の
治
定
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

文
化
庁
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
牽
牛
子
塚
古
墳
の
正
確
な
墳
丘
範
囲
を
つ
か
む
調
査
中
、
凝
灰
岩
製
の
横
口
式
石
槨
の
ほ
ぼ

東
南
方
向
の
下
方
に
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
で
、
こ
の
ほ
ど
別
の
横
口
式
石
槨
の
一
部
が
検
出
さ
れ
た
と
い
う
。
牽
牛
子
塚
古
墳

で
巨
大
な
石
槨
と
八
角
形
の
墳
丘
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
牽
牛
子
塚
古
墳
が
真
の
斉
明
天
皇
陵
で
は
な
い
か
と
い
う
考

え
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
前
回
質
問
主
意
書
で
も
指
摘
し
た
。
日
本
書
紀
に
は
、
「
斉
明
天
皇
と
間
人
皇
女
を
小
市
岡
上
陵

に
合
葬
し
、
斉
明
天
皇
の
孫
に
当
た
る
大
田
皇
女
を
、
そ
の
陵
の
前
の
墓
に
葬
っ
た
」
と
い
う
旨
の
記
述
が
あ
る
。
新
た
に
検

出
さ
れ
た
石
槨
に
大
田
皇
女
が
埋
葬
さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
斉
明
天
皇
陵
の
前
の
墓
に
大
田
皇
女
を
葬
っ
た
と
い
う
日
本
書
紀

の
記
述
に
も
一
致
し
、
牽
牛
子
塚
古
墳
こ
そ
が
真
の
斉
明
天
皇
陵
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
は
さ
ら
に
補
強
さ
れ
る
も
の
と
な

一



る
。
新
た
な
石
槨
の
学
術
的
検
討
は
当
然
必
要
で
あ
る
が
、
同
時
に
現
在
の
宮
内
庁
に
よ
る
斉
明
天
皇
陵
の
正
否
の
検
証
と
、

真
の
斉
明
天
皇
陵
の
学
術
的
検
証
の
必
要
性
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
ま
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

（
一
）

前
回
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
で
「
斉
明
天
皇
陵
の
治
定
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
考
え
て
い
な

い
」
が
、
「
今
後
と
も
考
古
学
を
始
め
と
す
る
学
術
的
成
果
に
は
留
意
し
て
い
く
所
存
」
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
た
。

本
年
六
月
三
日
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
五
三
五
号
）
で
は
「
宮
内
庁
書
陵

部
陵
墓
課
に
お
い
て
は
、
陵
墓
等
に
関
す
る
様
々
な
学
説
が
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
調
査
及
び
考
証
に
当
た
っ
て
い

る
」
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
答
弁
書
の
見
解
を
踏
ま
え
、
宮
内
庁
は
今
回
の
一
連
の
調
査
成
果
に
留

意
し
、
調
査
と
考
証
に
当
た
っ
て
い
る
の
か
。
取
り
組
み
の
現
状
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
斉
明
天
皇
陵
の
治
定
の
正
否
に
関
す
る
検
証
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
改
め
て
問
う
。

（
二
）

前
回
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
で
、
宮
内
庁
が
斉
明
天
皇
陵
と
し
て
扱
っ
て
い
る
車
木
ケ
ン
ノ
ウ
古
墳
か
ら
、

被
葬
者
が
斉
明
天
皇
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
示
す
陵
誌
銘
等
は
出
土
し
て
い
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
が
、
日
本
書
紀
等

の
文
献
に
車
木
ケ
ン
ノ
ウ
古
墳
に
斉
明
天
皇
を
埋
葬
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
か
。
あ
わ
せ
て
、
車
木
ケ
ン
ノ
ウ
古

二



墳
に
斉
明
天
皇
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
確
実
に
肯
定
で
き
る
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

（
三
）

現
在
の
斉
明
天
皇
陵
の
す
ぐ
下
に
は
、
斉
明
天
皇
の
孫
に
当
た
る
「
天
武
天
皇
妃
大
田
皇
女
」
が
葬
ら
れ
て
い
る
と

し
て
宮
内
庁
が
「
越
智
崗
上
墓
」
と
い
う
名
称
で
管
理
し
て
い
る
陵
墓
が
あ
る
。
宮
内
庁
は
前
回
質
問
主
意
書
に
対
す

る
答
弁
書
の
中
で
、
こ
こ
か
ら
も
被
葬
者
を
確
実
に
特
定
で
き
る
陵
誌
銘
が
出
土
し
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
が
、
大
田
皇
女
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
も
の
と
確
実
に
肯
定
で
き
る
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
越
智
崗
上
墓
と
は
、
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
な
の
か
否
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
四
）

前
回
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
で
、
牽
牛
子
塚
古
墳
の
被
葬
者
に
つ
い
て
「
そ
の
被
葬
者
を
斉
明
天
皇
と
す
る

説
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
」
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
宮
内
庁
が
陵
墓
ま
た
は
陵
墓
参
考
地
に
治
定
し

て
い
な
い
古
墳
の
中
で
、
そ
の
被
葬
者
が
皇
室
の
先
祖
で
あ
る
と
考
え
る
学
説
に
つ
い
て
、
宮
内
庁
が
把
握
し
て
い
る

も
の
に
は
他
に
何
が
あ
る
の
か
。
古
墳
の
名
称
と
、
考
え
ら
れ
て
い
る
被
葬
者
と
を
列
挙
さ
れ
た
い
。

（
五
）

宮
内
庁
の
治
定
に
よ
る
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
の
被
葬
者
と
は
別
の
被
葬
者
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
い
う
学
説
が
あ
る

古
墳
は
少
な
く
な
い
が
、
宮
内
庁
は
そ
の
学
説
を
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
六
）

陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
に
お
け
る
祭
祀
の
対
象
は
何
で
、
何
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
な
の
か
。三



（
七
）

宮
内
庁
の
前
身
で
あ
る
宮
内
省
が
設
置
さ
れ
て
以
降
、
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
の
治
定
の
変
更
や
取
り
消
し
を
行
っ
た

も
の
が
あ
る
の
か
。
あ
れ
ば
陵
墓
ま
た
は
陵
墓
参
考
地
の
名
称
、
「
古
代
高
塚
式
の
陵
墓
又
は
陵
墓
参
考
地
」
で
あ
れ

ば
考
古
学
上
の
名
称
、
被
葬
者
、
変
更
も
し
く
は
取
り
消
し
の
日
（
西
暦
に
よ
る
）
、
変
更
も
し
く
は
取
り
消
し
の
理

由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
そ
の
際
、
祭
祀
の
対
象
は
ど
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
か
。

（
八
）

奈
良
県
天
理
市
の
行
燈
山
古
墳
は
宮
内
庁
に
よ
っ
て
「
崇
神
天
皇
陵
」
に
、
同
じ
く
天
理
市
の
渋
谷
向
山
古
墳
は

「
景
行
天
皇
陵
」
に
治
定
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
現
在
の
治
定
が
行
わ
れ
る
ま
で
は
、
行
燈
山
古
墳
は
景
行
天
皇

陵
、
渋
谷
向
山
古
墳
は
崇
神
天
皇
陵
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
検
討
を
経
て
現
在
の
治
定
に

至
っ
た
の
か
、
詳
細
を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
そ
の
検
討
過
程
は
何
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
か
。
記
録
物
の
名
称
と
、
記
述
の
全
文
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

（
九
）

本
年
八
月
四
日
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
（
以
下
、
前
々
回
質
問
主
意
書
と
略
）
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一

七
五
第
三
八
号
）
で
、
行
燈
山
古
墳
と
渋
谷
向
山
古
墳
の
治
定
の
時
期
は
ど
ち
ら
も
文
久
年
間
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、

四



こ
の
治
定
が
行
わ
れ
る
ま
で
行
燈
山
古
墳
で
は
景
行
天
皇
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
渋
谷
向
山
古
墳
で
は
崇

神
天
皇
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
。

ま
た
、
そ
の
祭
祀
は
「
皇
室
の
伝
統
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
」
（
二
〇
〇
九
年
七
月

九
日
提
出
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
六
五
七
号
）
）
だ
っ
た
の
か
。

（
十
）

宮
内
庁
は
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
「
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
に
つ
い
て
は
、
現
に
皇
室
に
お
い
て
祭
祀
が
継
続
し
て
行
わ

れ
、
皇
室
と
国
民
の
追
慕
尊
崇
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
静
安
と
尊
厳
の
保
持
が
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
」
と

述
べ
、
こ
れ
を
理
由
に
学
術
的
目
的
で
あ
っ
て
も
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
に
治
定
し
て
い
る
古
墳
の
調
査
や
自
由
な
立
ち

入
り
を
拒
ん
で
い
る
。
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
に
治
定
さ
れ
て
い
る
古
墳
が
「
国
民
の
追
慕
尊
崇
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
」
と
い
う
根
拠
を
明
示
さ
れ
た
い
。

（
十
一
）

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
現
在
陵
墓
に
治
定
さ
れ
て
い
る
古
墳
で
行
わ
れ
て
い
る
皇
室
の
伝
統
に
基
づ
く
祭
祀
と

は
、
明
治
新
政
府
が
新
た
に
つ
く
っ
た
儀
礼
で
は
な
い
の
か
」
と
質
し
、
明
確
に
答
え
る
よ
う
求
め
た
が
、
そ
れ
に
対

す
る
答
弁
は
前
々
回
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
で
の
見
解
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
だ
け
で
、
明
確
な
記
述
が
な

か
っ
た
。

五



宮
内
庁
が
「
古
代
高
塚
式
の
陵
墓
又
は
陵
墓
参
考
地
」
と
し
て
管
理
し
て
い
る
百
二
十
一
の
古
墳
の
治
定
時
期
は
、

前
々
回
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
元
禄
・
享
保
年
間
の
も
の
は
二
十
三
で
、
残
り
の

九
十
八
の
古
墳
の
治
定
は
幕
末
〜
一
九
四
〇
年
代
前
半
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
七
月
九
日
提
出
の
質
問
主
意
書
に
対
す

る
答
弁
書
に
「
陵
墓
に
お
け
る
祭
祀
は
、
皇
室
の
伝
統
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知

し
て
い
る
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
前
々
回
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
で
は
「
治
定
以
降
現
在
に
至
る
ま
で
皇
室
に

よ
る
祭
祀
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
皇
室
に
よ
る
祭
祀
の
継
続
の
始
ま
り
は
「
治
定

以
降
」
で
、
「
古
く
か
ら
」
と
は
元
禄
・
享
保
年
間
（
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
半
ば
）
ま
で
で
、
多
く
は
幕

末
〜
一
九
四
〇
年
代
前
半
と
い
う
こ
と
か
。

（
十
二
）

幕
末
〜
一
九
四
〇
年
代
前
半
に
治
定
さ
れ
た
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
は
百
二
十
一
の
古
墳
の
う
ち
九
十
八
で
あ
り
、

陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
と
し
て
宮
内
庁
が
管
理
し
て
い
る
古
墳
に
お
い
て
「
皇
室
の
伝
統
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
古
く
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
」
祭
祀
の
実
態
と
は
、
明
治
新
政
府
の
下
で
作
り
出
さ
れ
た
儀
礼
な
の
で
は
な
い
か
。
重
ね
て
明
確

な
答
弁
を
求
め
る
。
あ
わ
せ
て
、
現
在
の
す
べ
て
の
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
の
祭
祀
が
、
古
代
か
ら
の
皇
室
の
伝
統
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
根
拠
が
あ
れ
ば
明
示
さ
れ
た
い
。

六



（
十
三
）

前
々
回
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
に
「
平
安
時
代
に
成
立
し
た
「
延
喜
式
」
に
も
、
祭
祀
の
対
象
と
な
る
陵

墓
の
一
覧
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
陵
墓
参
考
地
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
理
解
で
よ

い
か
。

（
十
四
）

宮
内
庁
が
「
古
代
高
塚
式
の
陵
墓
」
と
し
て
管
理
し
て
い
る
古
墳
は
全
体
で
い
く
つ
あ
り
、
延
喜
式
記
載
の
祭
祀

の
対
象
に
該
当
す
る
も
の
は
そ
の
う
ち
い
く
つ
か
。
あ
わ
せ
て
、
延
喜
式
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
祭
祀
の
対
象
に

該
当
す
る
陵
墓
の
名
称
・
考
古
学
上
の
名
称
・
被
葬
者
名
・
所
在
地
・
治
定
年
月
日
（
西
暦
に
よ
る
）
を
す
べ
て
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

（
十
五
）

前
回
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
で
「
中
世
以
降
、
戦
乱
等
の
混
乱
に
よ
り
、
一
時
祭
祀
が
途
絶
え
た
陵
墓
等

が
あ
る
」
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
は
宮
内
庁
が
「
古
代
高
塚
式
の
陵
墓
又
は
陵
墓
参
考
地
」
と

し
て
管
理
し
て
い
る
百
二
十
一
の
古
墳
の
う
ち
、
い
く
つ
か
。
あ
わ
せ
て
、
該
当
す
る
陵
墓
ま
た
は
陵
墓
参
考
地
の
名

称
・
考
古
学
上
の
名
称
・
被
葬
者
名
・
所
在
地
・
治
定
年
月
日
（
西
暦
に
よ
る
）
を
す
べ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
祭
祀
が
途
絶
え
た
「
一
時
」
と
は
、
具
体
的
に
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
な
の
か
。

（
十
六
）

前
回
質
問
主
意
書
に
お
い
て
、
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
に
治
定
さ
れ
て
い
る
古
墳
に
設
け
ら
れ
て
い
る
鳥
居
の
目
的

七



に
つ
い
て
質
し
た
が
、
答
弁
書
で
は
「
陵
墓
等
に
お
け
る
特
定
の
区
域
と
そ
れ
以
外
の
区
域
と
の
境
界
を
示
す
た
め
に

設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
陵
墓
等
に
お
け
る
特
定
の
区
域
と
は
、
具
体
的
に
何
を
さ
し
て
い

る
の
か
。

（
十
七
）

宮
内
庁
が
神
武
天
皇
陵
と
治
定
し
て
い
る
「
四
条
ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
」
に
つ
い
て
、
前
回
質
問
主
意
書
に
対
す
る

答
弁
書
は
「
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
種
類
区
分
等
は
把
握
し
て
い
な
い
」
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
神
武
天
皇
は
い
つ
没
し
、
神
武
天
皇
陵
は
い
つ
造
ら
れ
た
の
か
。
西
暦
で
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

八


